
REPORT 

• 

夏場の皮膚炎、「やけど虫Jも鑑別に
線状の皮疹を見たら虫との接触歴も積極的に問診を

気温が上がり、屋外での活動が培えるとの季節は、虫による皮膚疾患が頻発する。ア

オパアリガタハネ力クシは、払いのけたときに体内の書緊が皮膚に触れるととで線状

の接触皮膚炎を引き起こす。症状が熱傷に似ているため「やけど虫Jと呼ばれている。

rl作日からおでこがヒリヒリすると
思ったら、今朝lはそこに白いプツプア

ができていましたJoj公団ひふ科 (街

，"，j V;l糸山市)を受診した60成代の女

怯は、篤いた悌子でそう話した。女性

の有!の右側には7cmほどの長さの線

状の皮疹があり、その上に小さな出1

抱が!lr，んでいた (写真1)。

院長の松1EI'償却氏は女伯に、最近

おでこに触れたものがないかを尋ね

た。女性は、しばらく考えた後、 2日ほ

どiiilに散歩Lた際、小さな虫が飛ん

で来ておでこに付いたと説明した。そ

のとき手でその虫を払ったところ、出

がiftれてしまったという。

松田氏は、 ii日棺lの線状の皮疹とr!l( 
を治したjという女官iの話から、虫の

体液による桜削!皮胤炎を疑った。

~Hの中には、体液に帯性の74い化

学物質を持つものがいる。ハネカク

シ科7リガタハヰカクシ]II科に属する

7オパアリガタハヰカクシ (写頁2)も

そのlつ。成虫でも7mmほどの大き

さにすぎないが、卵から成虫までの生

活環の全てで、体内にベデリンという

有55な物質を含む。

体内に毒を持つ虫を潰すと ー

出によるl主胤疾止lに却しい兵服医

科大学J主刷科学i[f教授の夏秋儀氏は

「 アオパ 7') ガタハネカクシはf~ドが軟

らかいため、 l此1l'1に付いたのを払う力

1J11減によっては刊ゆ{ji'tれてしまうJと

解説する。蚊のように吸血したり、ハ

チのように量|から省海物質を注入す

るようなことはない。

写真1 60歳代女性の前額右側にできた線状皮膚炎(提供松田氏.写真5も)
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写真2 アオパアリガヲハネカヲシの成虫
(提供夏秋氏、写真3-4も)

払いのげたときに融自かい体が潰れて、ベデリ
ンを吉む体置が皮膚に付置すると強い症状を
伴う揖触E膚炎を起こす.

この虫の体液は、払いのける手の

動きで皮別になすり付けられる。その

ため、体液によってできる皮疹がI本

の線状になるのが特徴だ。!1tを叩き

ift してしまえば.I~(~Rの病変となるが、

ほとんどの忠者は.皮iI~に付いた虫を

払いのけようとするため虫をすり約し

た状態になり、線状に症状が現れる

という (写真3)。

その症状は次のような経過をたど

る。体液に含まれるべデリンが皮膚

に触れてから数|時1mから半日ほどで

ヒリヒリとした術みや灼熱感が表れ

る。翠日には線状の発赤が、さらに炎

杭の松l立が強い場合には、 1&亦の上

に弛級世のIJ~が混じった水抱ができ

る。その後、破けるとびらんになる。

炎抗四はl;目IIIJほど続くことが多い。

この激しい桁みと版泌が熱仰の症



写真3 アオパアリガヲハネ力フシの体 写真4 ベデリンによる線状皮膚炎の病
河童に含まれるべデリンによる線 理組織像
状皮膚炎

本例では斑症が弱く、盟庖は生じてい忽い.

状に似ているため、アオパアリノfタハ

不カクシは俗に 「やけど山」と呼ばれ

ている。「本来は、 1本ifiに含まれるカ

ンタリジンが桁みと水抱を1'1う熱i誌

に似た症状を引き起こすことから、ア

オカミキリモドキが fやけど虫』とl呼

ばれていた。最近、 701カミキリモド

キは個体数が減ってしまったためか、

今では fやけど虫』といえばアオパア

リガタハネカク シのことを指すように

なった」と夏秋氏は明かす。

アオパアリガタハ不カクシによるl主

11')炎は皮胞が鉱山した首筋や1m、腕

など、上半身を中心に現れる。E!IIJiの

女性も臨床像や/111診から、アオパ7')

プfタハネカクシ?が持つベテ・')ンによる

線状皮j首炎と松田氏は診断した。

J1秋氏が自身の皮J白で試した研究

によれば、 ペデリンによって炎症を起

ζ した皮!国を生検してみると、炎1ii~部

1立の表皮の浅い所に好中球が集まっ

ていたという (写真4)。炎症が百iい

と山H也ができることも分かつており、

誤って1mにベデリンが入れば、失明す

る危険もある(写真5)。

アオパアリガタハネカクシは日本全

国に生息し、水!日や畑、湿った草地を

好むため、郊外に多く生山、している。

九州地方では特に被 ~;!;.に遭う人が多

.' 3ザ

表臣の"'い所!こ、好中球が盟まっている。

〈、松田氏のクリニックでは例年50-

100人ほどの忠者がやって来る。「気

温が上がり、 j見作業が本給化する"月

下旬から10月に忠者が多い」という。

治療はステロイドとワセリンで

アオパアリガタハ不カデシは光にjs

まる習性があるため、松11]氏による

と、司王山lに室内に佼入してくるケース

が多い。ライトを点灯させて自転IIY.や

バイクで走行しているときや、家臣E川

の花火を楽しんでいる"M:f!'lにも迎過

しやすい。!HJ診では、症状が現れた

写真5 限周図に線状皮膚炎を起こした
男児

鎖に飛来してきた場古、!&円に虫の体酒が入る
恐れがある.この男児除払いのける際に限をつ
ぶっていたため、虫の体置が隈に入るζとは置
けられた.

「ベデリンによる線状盟
関炎でl彦、早めに到用
ステロイドを慣用する
とよい」と居る兵服医
科大のE枇恒氏.

部位に!則するエピソードを紛極的に

1mき山すようにしたい。

ベデリンによる線状皮問炎のif;ji.i

は、クトmステロイドによる炎j，i:j印刷']'
症状殺布1と、ワセリンなどによる忠部

の'f~~泌が中心となる。

ただし、 「炎症が強くなり過き'るliij

に{史mしないと、 tlったほどステロイ
ドの効果が科られないようだ」と又秋

氏は指摘する。服抱が破れ、びらん

状になってしまった場合は、組l閣感染

を防止するために外JII抗菌誕の処方

が必~になる こともある。

「炎症が強い場合は、色素比五nを起
こしていないかを確認するため、 liN

II¥J後と3週間後に再受診してもらって

いるjと松田氏は話す。特に1mでは、

忠郎の色紫j;t~~i: を気にする止，'"r，'が多

いため、完全に炎症が治るまで、日焼

け対策の指導を欠かさない。

口頭の女セlに対し、松町氏はステロ

イドと亜鉛1('1止符を[I!'ばしたガーゼ

で止i部を被うように指噂した。その粘

栄、 J土l苛症状が悪化することはなく、

色紫it茄も認められなかった。

なお、ペデリンによる線状j主j珂炎

は、熱i軒以外に、伝染制服編疹(とぴ

ひ)や;:;~;状抱疹とも鑑別が難しいケー

スがある。 「伝染ttl]~l))ni疹だと考えて

外111抗菌薬を処方Lたり、 'iii状栂拶

を治療するための経口jJ'Lウイルス楽

を処方するiiijに、 i時JYJや場所によって

は線状皮附炎の可能位を考えてほし

い」。 夏秋氏と松田氏はともに、そう7

ドパイスする。 (中西奈美)
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